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第 l 章は序論である o
第 2 章では，発振器の基本モデノレ式を導き，その近似解構成の手順を示している。






















らかにしているD すなわち，基本モデルを簡易化した l 変数モデルにおける平衡状態とその安定性及
びそれに対応する発振器の動作状態を導き，軟発振，硬発振，双安定発振及び間欠発振の各モードの
生起条件を明らかにしている。また， 2 変数モデルについても， トランジスタ発振器を対象とした近
似解が得られることを示し，各発振モードの生起条件を求めている。さらに，代表的なトランジスタ
発振器に対して，数値計算と実験結果との比較により理論の妥当性を示している。
(3) 基本モデソレで、表わされる発振器に非同期正弦波外力を加えた非同期発振モードについて考察し，各
種発振モードの生起条件に対する外力の影響について解析し，モード変化の境界を与える強制振動振
幅の限界値などを明らかにしている。この場合に生じる非同期励振と非同期抑制現象についても明確
な説明を与えている。
以上のように，本論文はトランジスタのような指数関数形の非線形特性を有する正弦波発振器の発振
諸現象に関して多くの新知見を得ており，通信工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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